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あらまし：看護基礎教育において初学者の問題解決力を実際の現場が求める段階まで養成することは容

易ではない．本研究チームでは先行研究において問題解決力の向上を狙い看護過程の事例展開学習アプ

リケーションを提案してきた．しかし，利用者の試用結果に基づく表面的な機能追加やインターフェース

の変更とその評価が行われた段階に留まっている．これを踏まえ，アプリ全体の再評価を行い，GBS 理
論のアプリへの適応状況やユーザーのモバイル学習環境を明らかにし，再設計に向けた改善点の候補を

検討する． 
キーワード：GBS理論，看護基礎教育，看護過程 

 
1. 背景と目的 
看護師養成機関では，実際の現場が求める問題解

決力を基礎とした看護実践力を備える人材の育成を，

看護基礎教育段階において試みている．看護におけ

る問題解決力とは，対象患者の全体像を捉え，客観

的・主観的データを適切にアセスメント・診断し，

看護問題を解決するために立案した看護計画を実

施・評価する能力を指す．この能力を用いて看護問

題を解決する一連のプロセスを看護過程（1）と呼ぶが，

看護初学者の問題解決力を実際の現場が求める段階

まで養成することは容易ではない． 
こうした課題に対し，本研究チームでは先行研究

において問題解決力の向上を狙い，問題解決力養成

のための方策として GBS理論（2）を看護過程に適応
することを意識する形で，看護実習のプレ教育とし

て看護実習の流れ（シナリオ）に沿った看護過程の

事例展開をシミュレーションするアプリケーション

（以下，看護アプリ）を提案してきた． 
本稿では，この看護アプリ全体の再評価を行う．

先行研究で指摘されている看護アプリの課題を

GBS 理論との関係の有無の観点でも改めて整理し
た上で，さらに GBS理論の看護アプリへの適応状況
や，反復学習の土台としてのユーザーのモバイル学

習環境を明らかにし，再設計に向けた改善点の候補

を検討する． 
 

2. 看護過程事例展開アプリケーション 
看護過程事例展開アプリケーションは，複数の看

護事例について看護過程における「アセスメント」

「看護診断」「看護計画立案」の 3要素を，それぞれ
「SO情報分類」「看護判断」「看護援助」の 3つの課
題を図 1に示す順序で学習することができる． 

 
図 1 看護アプリの構成図 

 
3. 本研究で用いた手法 
本研究では，シナリオ型教材を設計するためのイ

ンストラクショナルデザイン理論である GBS 理論
を的確かつ簡単に活用することを狙い開発された

GBS理論の適応度チェックリスト（3）を活用した．チ
ェックリストは GBSの学習目標・使命・カバースト
ーリー・役割・シナリオ操作・情報源・フィードバ

ックの 7つの構成要素に基づいており，各要素に紐
づく質問項目に回答することで教材の構成が理論と

整合性があるか確認することができる． 
チェックリストは教材改善の企画設計者が使用す

ることを想定して設問設計がなされている．したが

って，企画設計者である筆者自身がチェックリスト

への回答を実施する．同時に，看護アプリに関わる

各ステークホルダーの視点からの回答を収集し，企

画設計者が意図する教材設計であるか比較し評価を

実施する．その比較のため，チェックリストは教材

利用後の被験者をテスターとして活用できる仮定の

もと，企画設計者以外のステークホルダーが GBS理
論の構成要素の有無を判断する設問項目をチェック

リストより抜粋して使用する． 
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4. 検証と考察 
4.1 検証方法 
被験者に看護アプリの利用方法と本研究の目的の

説明を実施し，実利用を想定してアプリストアから

被験者のモバイル端末へインストールする形で検証

を行なった．  
4.2 評価方法 
評価はアプリの学習支援システムとしての有用性，

アプリの操作性の観点について GBS 理論の適応度
チェックリストに基づき作成したアンケート調査を

主体に実施した．同時に，看護学生に対しては看護

アプリがどのような場面で利用される可能性がある

かを探る狙いを持って，普段の学習環境についてア

ンケート調査を実施した．表 1にアンケート項目の
一部を示す． 
 

表 1 アンケート項目（抜粋） 

 
 
4.3 検証結果と考察 
検証では看護アプリのステークホルダーのうち，

第一筆者，看護学生 4名，看護教員 2名から有効な
回答を得た．アンケートの結果，GBS理論の 7つの
構成要素のうち，情報源，フィードバック，シナリ

オ操作について否定的な回答を得た．また，看護過

程学習において教科書外の情報を収集することを主

としてモバイル端末を利用しており，隙間時間での

学習実態があることが明らかになった． 
GBS理論の適応状況の考察：評価結果から，情報
源について学習に必要な情報が取得しにくく，実習

での指導員との対話を想定した情報提供ができてい

ない可能性が高い一方，提供のタイミングは問題が

ないことが示されている．つまり，情報源に関して

は，情報の提示内容や提示方式に課題があると考え

られる．フィードバックについては，「具体的に振り

返りができたら嬉しいです」「根拠等や周りの回答が

見ることができより理解が深まると感じた」といっ

た回答から，自身の解答に対する具体的なフィード

バックの必要性や他者との回答の相違を確認したい

と考えるユーザーがいることが判明した．つまり，

ユーザーの解答内容に対して具体的にフィードバッ

クする必要があると考えられる．シナリオ操作につ

いては，課題の開始や中断をスムーズに行えないと

の意見から，先行研究で指摘がある通り自動ログイ

ン機能や中断機能が改めて必要であることが判明し

た． 
普段の学習環境の考察：モバイル端末の利用は情

報を収集することを主としている実態から，看護過

程を試行する上で疾患や症状に関する情報をはじめ，

必要となる幅広い知識を収集する目的があることが

示唆された．また，平日を中心に隙間時間での学習

実態があることから，アプリのシナリオ操作の改善

により，隙間時間での看護過程学習支援ができる可

能性が高まると考える． 
 

5. 評価結果に基づく仕様検討 
本研究で明らかになった GBS 理論の構成要素別
の改善点に基づき，看護アプリの新たな仕様の検討

を行なった．表 2に示す改善点をアプリの再構築に
おいて重要となる要件と捉える．その要件に基づい

て看護アプリの全体把握を目的に，現在の看護アプ

リでの学習と改善点を踏まえた学習をビフォーアフ

ター図として図 2に示す． 
 

表 2 GBS理論の構成要素別の改善点 

 
 

 
図 2 ビフォーアフター図 

 
6. 今後の課題 
本稿で検討した仕様は，評価によって明らかにな

った課題の改善に主眼をおいているが，看護アプリ

を発展的に再設計するには，アンケートに基づく実

態調査による改善点に加えて，看護過程の事例展開

学習を設計開発者自身が体験し，ユーザーとなる看

護学生が事例展開学習を行う現場を実際に観察する

ことが必要である． 
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No. 質問内容 回答

Q5
必要な情報はよくまとまっていて、取得しやす

いものですか？
「分からない」を含めた5件法

Q6

情報はストーリーの形で提供されているものが

多いですか？

＊看護実習における患者や指導員の看護師など

との対話を「ストーリー」とします。

「分からない」を含めた5件法

Q7 フィードバックは設定されていますか？ 「分からない」を含めた5件法

1.情報源 A.各課題の解答中に患者情報を確認できる機能を設ける.

2.フィードバック

B.定型分のフィードバックのパターンを増やし,看護問題に対して具

体的な解決策を示唆する内容にする.

C.記述問題は模範的な解答例を示す.

D.過去の学習と比較した自己評価ができる学習履歴機能を設ける.

E.ユーサーの選択の結果により患者の予後が変化する仕様にする.

3.シナリオ操作
F.自動ログイン機能を設ける.

G.中断機能を設ける.

H.難易度選択ガイドを設ける.
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